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1 ．はじめに
　教員の資質能力とは、一般に、「専門的職業である『教
職』に対する愛着、誇り、一体感に支えられた知識、技
能の総体」といった意味内容を有するものと解されてい
る（文部省 , 1999）。また、日々の職務及び研修を通じ
て育成されていくものであり、さらに、各ライフステー
ジに応じて学校において担うべき役割が異なることか
ら、各段階に応じた資質能力を備えることが必要とされ
ている（文部科学省 , 2015）。
　しかしながら、視覚特別支援学校（以下、盲学校とす
る）では、日々の職務において、視覚障害教育に関する
実践的指導力や資質能力を育成したり向上したりする
ことが困難な状況がある。その理由の１つとして、盲学
校在籍幼児児童生徒の減少がいわれている。近年の少子
化の中、知的障害特別支援学校の在籍者数が増加傾向に
ある一方で、全国盲学校在籍幼児児童生徒数は、平成
28年度に3,000人を下回り、平成30年度は2,731人と年々
減少傾向にある（全国盲学校長会調査 , 2018）。全国盲
学校長会調査によれば , 全国盲学校数は、国・公・市立
66 校、私立 1 校の合計 67 校である。基本的に、１県あ
たりの盲学校数は 1 校のみであり、盲学校 1 校あたりの
平均在籍者数は 40 名程度にとどまる。学部別在籍者数
の推移をみると、とりわけ、あん摩・マッサージ・指圧
師、はり師及びきゅう師の養成を行う職業教育課程（保
健理療科及び理療科、理学療法科）での在籍者数の減少
が特徴的である（全国盲学校長会調査 , 2018）。この要
因として、医学の進歩による視覚障害の減少、ICT 機器
等の技術革新による視覚障害者の職域拡大と、中途で視
覚障害を発症しても仕事を継続できるようになってき
たことなどが挙げられる。一方で、盲学校経営の観点か
らは、在籍者数の減少は教職員の確保や、教員の実践的
指導力の向上を困難にする状況を生み出している（青木 , 
2019）。
　教員の実践的指導力の向上を困難にする他の要因と
して、定期人事異動による教員の流出入がいわれている
（大内・金子・田中・千田 , 2006）。前述の通り、基本的
に盲学校は１県に 1 校しかないため、「他の校種から盲
学校に転勤してきた教員がようやく視覚障害教育の基
礎基本を覚えた頃に、他の校種へ転勤する」ことにな
る。全国の盲学校教員の勤務年数をみてみると、幼稚部・
小学部・中学部・高等部（普通科）の教員においては、
7 年目以上の教員が 22％であるのに対し、3 年未満の教
員が 52％と半数以上を占めている（青木 , 2019）。
　教員の専門性を経験年数のみで判断することはでき
ないが、視覚以外の感覚を通して学ぶ児童生徒への教
科指導をはじめ、点字、歩行指導、弱視への指導など、
視覚障害独自の教育方法や内容を短期間で身に付ける
ことは困難であるとされる（視覚障害教育実践研究会 , 
1995; 鈴木 , 2016）。盲学校教員からは、「以前は各盲学
校にベテラン教員が存在し、経験の少ない教員に知識技
能を伝達することが日常的に行われていたが、現在は経
験の豊かな教員も少なくなった上に、勉強会などを行う
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時間の確保も難しい」という意見も聞かれる。
　こうした現状と課題をふまえ、各盲学校では人事異動
があることを前提とした計画的な人材育成と「チーム盲
学校」としての組織づくりを進めていくことが喫緊の課
題となっている（青木 , 2019）。各盲学校では、教員一
人一人の知識技能の向上のために、新転任者に対する基
礎的事項の研修をはじめ、実践力向上に向けた専門的事
項の研修など様々な校内研修が行われている（例えば、
静岡県立静岡視覚特別支援学校 , 2019）。また、東北地
方の複数の盲学校が合同で研修会を行うといった取り
組みも報告されている（高橋 , 2016）。さらに、盲学校
教員の役割や資質能力をテーマとした研究に目を向け
てみると、教員や特別支援教育コーディネーターに求め
られる資質能力に関する知見が蓄積されつつあり、イギ
リスにおける視覚障害児の支援に携わる巡回指導員の
資質能力を明らかにした上で日本の盲学校教員の資質
等について言及した研究もある（宮内 , 2017）。
　しかし、盲学校養護教諭の役割や資質能力に関する研
究はこれまでのところ見当たらない。盲学校の養護教諭
には、視覚生理、眼疾患とその特性など、盲学校の中で
最も医学的専門性が求められる。なぜなら、盲学校在籍
者の眼疾患の中には、眼球破裂や網膜剥離等によって失
明に至る可能性があるものや、進行性の眼疾患では心
理的特性に配慮する必要がある場合もあるためである。
ところが、養護教諭はその養成課程のカリキュラムにお
いて視覚障害に特化した内容を学ぶことはなく、盲学校
赴任後に専門性を向上させることになる。また、盲学
校の平均在籍者数は 40 名程度のため、多くの盲学校養
護教諭は「一人職」として盲学校全体の健康安全を担っ
ていることが推察される。加えて、同じ県内に他の盲学
校養護教諭は基本的に存在しないため、日常的に相談し
たり研修したりする同僚や機会を得難いことも容易に
推測できる。
　したがって、「チーム盲学校」としての組織づくりを
考えた時、養護教諭には視覚障害に関する医学的な高い
専門性が求められる一方で、計画的な人材育成を行うこ
とに困難性があると考えられる。盲学校における養護教
諭の人材育成のあり方を検討することは重要な課題で
あり、検討する上でまず盲学校養護教諭に求められる役
割や資質能力を明らかにする必要がある。本稿では、勤
務年数 30 年の元盲学校教諭 1 名に対してインタビュー
調査を行い、盲学校養護教諭に求められる役割、資質能
力を検討するための基礎的資料を得ることを目的とす
る。
2 ．方法
１）対象者：B 元養護教諭１名を対象とした。B 元養護
教諭は、1982 年に一般公募によって A 盲学校に採用
され、同校で 30 年間、1 名体制での養護教諭として
勤務し、2013 年 3 月に定年退職した。B 元養護教諭
の所有免許は、中学校・高等学校理科、看護師、助産
師であった。なお、A 盲学校での採用以前に養護教諭
や看護師等としての勤務経験はなかった。　
２）A 盲学校の概要：A 盲学校は視覚障害のみを対象
とした国立大学附属の特別支援学校である。1876 年
に「楽善会訓盲院」として設立され、140 年以上の歴
史を有する。ホームページによれば（2019.6 月閲覧）、
A 盲学校は視覚障害教育の実践を通して附属大学の研
究・教育に寄与しながら、「視覚障害教育のナショナ
ルセンター」を目指すことを使命としている。A 盲学
校には、視覚障害教育に関する全国的な研究会等の事
務局が設置され、その中心的な役割を A 盲学校の教
員が担っている。A 盲学校には全国の視覚障害教育に
おける中心的役割を担う学校としての知識と経験が
蓄積されているといえよう。
　設置学部は、幼稚部・小学部・中学部・高等部（普
通科・音楽科）、高等部専攻科（理療科・リハビリテー
ション科・音楽科）であり、幼児から成人まで約 170
名の幼児児童生徒が在籍している（2019 年４月）。中
学部以上の学部に在籍する生徒は入学試験によって
全国から選抜され、遠方に居住地がある生徒のために
敷地内に寄宿舎が併設されている。教員数は約 90 名
であり、その中には理療科を中心に視覚障害当事者教
員が 20 名程度含まれる。A 盲学校の養護教諭は長年
１名のみであったが、B 元養護教諭が退職した 2013
年 4 月から 2 名体制となった。なお、特別支援学校に
おける養護教諭の定数は学校数１に対して 1 名であ
り、児童生徒数が 61 人以上で複数配置となる（文部
科学省 , 2001）。
３）手続き：201X 年５月に B 元養護教諭に対して１時
間程度の半構造化面接を行なった。質問項目は、①基
本属性（職歴、有する資格、養護教諭になったきっか
け）、②盲学校養護教諭としての職務内容、③盲学校
養護教諭としての役割、資質能力に関する項目であっ
た。調査項目に沿って質問し、自由に述べてもらっ
た。調査時の回答は対象者に許可を得た上で IC レコー
ダーに記録し、音声データを文字化した。分析は著者
１名でカテゴリー分類した。本研究は、研究協力と結
果の公表について、対象者の同意を得て行われた。
3 ．結果
１）A 盲学校在籍者数と主な眼疾患等：ここでは、B 元
養護教諭がまとめた、A 盲学校在籍幼児児童生徒の視
覚障害原因と特性等に関する資料（未発表）に基づ
く結果を述べる。この資料は、B 元養護教諭が退職に
あたり、1982 年から 2012 年までの 10 年ごとに、A
盲学校の在籍者数や多くみられる眼疾患等をまとめ
たものである。本稿では、B 元養護教諭が作成した資
料中に示した表と記述に基づき一部著者が改変した
データを示す。
　Table 1 に各部・科における幼児児童生徒数の推移
を示した。A 盲学校の在籍者数について、B 元養護教
諭は、1982 年の在籍者数が約 250 名であったのに対
して 2000 年代は 200 名前後で推移していること、各
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部・科の在籍者数の推移をみると中学部と高等部普通
科・音楽科は在籍者数に大きな変化は認められない
が、専攻科の生徒数は減少傾向にあることを指摘して
いた。
　Table 2 に A 盲学校で多くみられる眼疾患別幼児児
童生徒数の推移を示した。B 元養護教諭は、年度によっ
て多少の違いはあるが、網膜色素変性、網膜芽細胞腫、
先天白内障、先天緑内障、視神経萎縮、レーベル視
神経萎縮、未熟児網膜症、レーベル黒内障、ピーター
ス奇形の 9 つの眼疾患が盲学校で多くみられるとし、
各眼疾患について、人数の変化、人数の多い部・科、
眼疾患の特性、及び配慮事項等についてまとめてい
た。
　例えば、網膜色素変性と網膜芽細胞腫について、「網
膜色素変性は毎年専攻科を中心に 20 名前後が入学し
てくる。大半は一般校を卒業して就職したものの、中
途で視野狭窄や視力低下を発症した者が三療（あん
摩・マッサージ・指圧師、はり師、きゅう師）や理
学療法士などの国家資格取得を目指して盲学校に入
学する場合が多いためである。一方、網膜芽細胞腫
は、小・中学部、高等部に多い。児童生徒の多くは、
片眼または両眼摘出手術後に放射線治療をしており、
保有する視力の管理が難しく後に失明する者が多い。
両眼性の場合、ガンの抑制遺伝子を持たず、２次ガン
を発症しやすいため早期発見と早期治療が必須であ
る。中学生になる頃には主治医や保護者から生徒に障
害の説明をし、自分はこの病気と一生付き合っていく
という自覚を持てるようにすることが大切ではない
かと思われる。しかし、生徒によっては気にしすぎる
こともあり、難しい問題である。」と記述していた。
２）盲学校養護教諭の職務内容等：文部科学省は、養護
教諭一般の職務内容等として、学校保健情報の把握、
保健指導・保健学習、救急処置及び救急体制、健康相
談活動、健康診断・健康相談、学校環境衛生、学校保
健に関する各種計画・活動及びそれらの運営への参画
等、伝染病の予防、保健室の運営の 9 つを示している。
図表
Table 2　A盲学校で多くみられる眼疾患別幼児児童生徒数の推移（人）
眼疾患の部位 眼疾患 1982年度 1992年度 2002年度 2012年度
眼球全体 緑内障・牛眼 38 21 11 11
小眼球 14
水晶体疾患 先天白内障 29 36 9 11
網脈絡膜疾患 網膜色素変性 23 11 20 24
網膜芽細胞腫 21 25 13 23
未熟児網膜症 26 25 16 16
視神経視路疾患 視神経萎縮 23 13 12 17
レーベル黒内障 13
角膜疾患 ピータース奇形 12
注）1982年度から2012年度まで10年ごとの幼児児童生徒数を示した. 幼稚部と小学部は単
一視覚障害児と重複障害児を含むが,ここでは合計数を記載した.
図表
Table 1　各在籍部・科における幼児児童生徒数の推移（人）
在籍部 1982年度 1992年度 2002年度 2012年度
幼稚部 4 5 8 13
小学部 45 31 17 36
中学部 41 39 30 33
高等部　普通科 61 58 49 49
高等部　音楽科 4 7 5 5
専攻科　理療科 55 49 49 48
専攻科　リハ科 38 29 21 13
専攻科　音楽科 3 8 4 3
合計 251 226 183 200
注）1982年度から2012年度まで10年ごとの幼児児童生徒数を示した.  幼稚部
と小学部の在籍者には単一視覚障害児と重複障害児が含まれるが,ここでは合わ
せて記載した.リハ科はリハビリテーション科を表す.
Table2　A盲学校で多くみられる眼疾 児児童生徒数の推移（人）
Table1　各在籍部・科におけ 児童生徒数の推移（人）
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　B 元養護教諭に対して、盲学校養護教諭の職務内容
等を尋ねたところ、基本的には養護教諭一般の職務内
容と同じであるとのことであった。ただし、一般的な
養護教諭の職務であっても、眼科学校医による眼科検
診を年間 2 回実施することや義眼相談を行うことなど
は、通常の小・中学校等にはないため、特徴的である
と述べた。眼科検診を複数回行う理由の第一は、児童
生徒の眼の変化等を早期発見して早期治療に繋ぐた
めとのことであった。また、義眼相談とは、義眼制作
会社が来校し、義眼に関して、児童生徒やその保護者
の質問や相談に対応するというものである。義眼は厚
生労働省による身体障害者補装具に定められており、
費用の補助制度や手続き等についても盲学校の義眼
相談において情報が得られる。視覚障害者は移動に困
難性があるため、業者の方に来校してもらうようにし
たとのことであった。
３）盲学校養護教諭に求められる役割と資質：B 元養護
教諭に対して、盲学校の養護教諭に求められる専門性
について尋ねたところ、現在は医療の進歩が大きく、
早期発見ができれば治療やコントロールが可能な眼
疾患が増えたため、養護教諭の役割等は変化している
であろうとのことであった。しかし、盲学校での全て
の職務を行うにあたって、①視覚生理や眼疾患とその
特性に関する知識技能、②視覚障害による心理的な課
題の理解と配慮、③視覚障害者や盲学校独自の雰囲
気・やり方（文化・コミュニケーションのあり方等）
への理解と配慮が重要であると強調して述べていた。
　①について、B 元養護教諭は、「（知識を持っていて）
当然のこと」と述べ、視覚生理の知識のみならず、在
籍する幼児児童生徒一人一人の眼疾患や特性、見え方
等を把握しておくことが重要であり、さらには教育
的配慮についても知っておき、担任や保護者等に説
明できることが大切であるとしていた。例えば、（先
天性）緑内障であれば眼圧管理の必要性がある。近年
では、点眼薬による眼圧のコントロールが可能となっ
ているが、眼球破裂、脳内出血、網膜剥離などが起こ
りやすいため、体育など運動時の打撲等には注意が
必要である。また、読書時は姿勢が前かがみになら
ないように書見台などを使用することも必要となる。
また、強度近視の場合、一般的な「近視」とは異なり、
近くも遠くも見えにくく、網膜剥離や脈絡膜萎縮など
の合併症への注意が必要である。学習時の配慮として
は、眼鏡等で屈折矯正をした上で、高コントラストの
拡大した教材を提供すること、スタンドライトなど手
元照明を工夫することなどが必要となる。B 元養護教
諭は、視覚生理・病理に関する知識の必要性を強く感
じ、自分で本を読むなどして勉強したと述べていた。
また、A 盲学校の眼科学校医であった故丸尾敏夫先生
（元帝京大学医学部長）との眼科検診によって鍛えら
れたと述べ、丸尾先生にはとても感謝しているとのこ
とであった。
　②については、特に弱視の場合、メンタルの弱さが
見受けられることが多く、関わりの難しさがあったと
のことであった。弱視は、全盲とも晴眼者とも異なり、
見えてはいるけれども明確に見えたりわかったりし
ているわけではないこと、視力低下などから学習上の
使用文字を墨字（普通文字）から点字に変更せざるを
得ない場合があること、進行性の眼疾患の場合「いつ
か見えなくなる」という強い不安を抱きながら学校生
活を送っていることなど、個別の状況を把握して個に
応じた関わりをすることが重要とのことであった。特
に、網膜色素変性のように中途で視覚障害を発症した
生徒の対応は配慮しすぎて十分というほどであった
という。網膜色素変性は、徐々に視野狭窄が進む進行
性の眼疾患で、遺伝性疾患の可能性もある。前述のよ
うに、社会人となってから発症し、仕事を退職して新
たに手に職をつけるために盲学校の専攻科に入学し
てくるケースが多い。B 元養護教諭は、「中途視覚障
害者には、一度は自殺を考えたことがあるという人も
いる。一人一人の見え方が違うように持っている背景
もそれぞれに違い、常に気を使いながら彼らと関わっ
ていた。相手の状況を把握しておき、必要があれば
こちらからすぐ働きかけられるように準備していた」
と述べていた。
　③について、B 元養護教諭は、「視覚障害者や盲学
校独自の雰囲気や文化のようなものがあり、それに馴
染むのには時間がかかった。生徒や当事者教員と自然
に接することができるようになるには３年くらいか
かった」と述べた。盲学校独自の雰囲気・文化を言語
的に説明するとすれば、音声や身体接触など視覚以外
の感覚を使ってコミュニケーションをするという独
自性であるといえる。例えば、健康診断等では、「次
の人、ここへ来てください」という指示では生徒は移
動できないため、「C さん」と名前を呼び、生徒を手
引きして一緒に移動する（手引き・ガイド歩行とい
う）。また、学校の廊下等ですれ違った時には、「D さ
ん、B です。こんにちは」と、目が見える者から児童
生徒や視覚障害当事者教員に声をかける（場合によっ
ては、声をかけずに見て見ぬ振りをして通り過ぎるこ
ともあり得る）。さらに、視覚障害者とのコミュニケー
ションにおいては、アイコンタクトやうなずき、身振
りや表情といった非言語的コミュニケーションが難
しいため、常に音声化して互いに意思の疎通を図るこ
とになる。また、コミュニケーション上の齟齬を生じ
させないためにも、他の児童生徒の存在や様子をはじ
め、周囲の状況やその変化等を言語により実況中継
するように説明することが必要となる。B 元養護教諭
は、児童生徒だけでなく視覚障害当事者教員との関わ
りをも通して、「視覚障害・盲学校文化のようなもの」
を体得したという。そうした関わりの場は、学校内だ
けでなく寄宿舎の宿直時や行事引率等にもあり、特に
宿泊行事等では食事や服薬指導等を共にしながら互
いに理解し合うことができたように思うと述べた。
　B 元養護教諭に対して、盲学校養護教諭としての知
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識技能を高めようとした理由を尋ねたところ、「仕事
をするとはそういうこと。当然のこと」と即答した。
B 元養護教諭が働き始めた頃の時代背景として、「社
会全体が自分の仕事に対してそのように考える時代
であったと思う。看護師でもあるから人の命や健康に
対する使命感があるし、できないと悔しい」と述べて
いた。さらに、「視覚障害教育に興味関心を持って児
童生徒や視覚障害当事者教員と関わり、視覚障害や盲
学校をより深く理解しようとするかどうかは個人の
資質によるところが大きいのではないか」とも述べ
た。
4 ．考察
　本稿では、視覚特別支援学校（盲学校）の養護教諭
の役割と資質能力を検討するための基礎的資料とする
ことを目的とした。盲学校勤務歴 30 年の B 元養護教諭
がまとめた資料に基づくインタビュー調査の結果から、
養護教諭一般に求められる事柄に加え、①視覚生理や眼
疾患とその特性に関する知識技能、②視覚障害による心
理的な課題の理解と配慮、③視覚障害者や盲学校特有の
文化・コミュニケーションのあり方への理解と配慮の重
要性が挙げられた。これらは、B 元養護教諭が仕事への
使命感と自負を持ち、自ら専門的知識を学ぶとともに、
あらゆる機会を通して児童生徒や視覚障害当事者教員
等と積極的に関わる経験を積み重ねることによって体
得していったものであった。以下では、①から③につい
て、盲学校養護教諭の専門性の向上との関連で考察を進
めることとする。
　まず、①と②は、視覚生理・病理・心理としてまとめ
ることができる。これらの内容は、特別支援学校教員免
許状（視覚・聴覚）を取得する上での教育課程に含まれ
るため、自己学習を進める上で参考となる書籍は少な
いながらも存在する（例えば、原田 , 1989；香川・千田 , 
2013；丸尾 ,2000 など）。また、免許法認定講座等や教
育委員会が主催する研究・研修会への参加、あるいは校
内教職員研修において取り上げることで、一定の知識技
能は身につけられる内容であると考えられる。しかし、
盲学校の養護教諭は他の教職員以上に医学的専門性が
求められる立場にあるため、他の教員とはニーズが異な
り、より各論的で医学的な内容を扱った研修を必要とす
るであろう。また、一般的に盲学校は１県に１校しかな
い上に、盲学校の養護教諭は「一人職」であることが多
いため、教育委員会等が主催する盲学校養護教諭のみを
対象とした研究・研修の機会はほとんどないと推測され
る。そこで、東北地方の盲学校が合同研究会を行うなど
の工夫をしているように、地区単位で盲学校の養護教諭
同士が集まる機会を設けることも有効であろう。さらに
緊急を要する問題解決の際等には、B 元養護教諭が眼科
学校医との連携・共同を重要視したように、眼科学校医
と日常的にやり取りできるような関係性を築くことが
解決策になると考えられる。
　次に、③については、B 元養護教諭が「児童生徒や視
覚障害当事者教員と自然に接することができるように
なるのに 3 年はかかった」述べたように、ある程度の時
間をかけて体得していく資質能力であると考えられる。
そのため、盲学校の教職員の人事異動はその年数を配慮
して行う必要があるともいえる。しかし、「定期人事異
動はあるもの」という前提に立った時、比較的短期間で
「視覚障害や盲学校特有の文化・やり方」を体得するに
は、養護教諭の方から、視覚障害のある児童生徒や視覚
障害当事者教員を理解しようとする姿勢が求められよ
う。そうした場合、保健室内だけでの関わりだけでなく、
休み時間、部活動、寄宿舎での宿直時などあらゆる機会
に児童生徒等と関わっていくことが考えられる。また、
宿泊学習などの引率では、普段とは異なる生活場面での
関わりもあるため、視覚障害に関する全体的な理解につ
ながることが期待される。　
　本人が努力する一方で、盲学校の管理職はじめ教職
員は、養護教諭が医学的専門性を求められる「一人職」
の教員であることを理解し、「チーム盲学校」の一員と
して、視覚障害教育や盲学校に興味関心を持って活躍
できるよう働きかけていく必要があるであろう（天方 , 
2016）。「視覚障害や盲学校特有の文化・やり方」は、
視覚以外の感覚を用いて学んだり他者とコミュニケー
ションしたりする視覚障害教育のおもしろさそのもの
であるともいえる。こうした「おもしろさ」を新転任の
教員に伝えていくこともまた、盲学校文化として必要な
ことではないだろうか。視覚障害当事者教員が中心と
なって取り組む研修会や活動なども期待したいところ
である。
　今後、全国盲学校の養護教諭、管理職、保護者等を対
象に調査を行い、盲学校養護教諭の役割と資質能力を明
らかにするとともに、盲学校養護教諭の資質能力向上の
ためのあり方を検討することが課題となるであろう。
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